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Ⅰ新技術の解説

「ひとめぼれ」は休眠が深いため、4～5月に播種すると、発芽や出芽のバラツキが大きい。特に低温期
に播種される中・成苗移植栽培や直播栽培では発芽が不安定になり易い。少量種子の休眠打破法とし
て45℃×７日の乾熱処理が有効であるが、現場で行うには新たな設備が必要となる。このため、大量の
種子を簡易に休眠打破する方法を検討した。

１ 要旨

(1) ビニールハウスで保存した種子の平均発芽日数は、休眠程度により休眠打破処理並～2日長か
ったものの、倉庫で保存するより短かった（表１）。

(2) ビニールハウス保存を3月に行う場合は、約17日間、種子袋内の温度を１日当たり5時間、30℃以
上にする必要がある（図１、表１）。

(3) ビニールハウス保存の際に結露で過湿状態になると、発芽率の低下や種子袋内の温度が上がり
難くなる（表２、図１）。

(4) 乾田直播栽培で、ビニールハウス保存種子を播種すると、倉庫で保存した種子を使用するより出
芽が早く始まり、苗立ち数も多くなる（図２）。 

２ 期待される効果

(1) ビニールハウスを利用することで、簡易に大量の種子を休眠打破ができる。

(2) 「ひとめぼれ」の移植栽培・直播栽培で発芽を良くできる。

(3) 「ひとめぼれ」の乾田直播栽培で、出芽の揃いが良くなり、苗立ちの確保が容易になる。

３ 適用範囲

 １ヶ月の処理期間中、約17日間、１日当たり30℃以上を5時間程度確保できる地域

４ 普及上の留意点

(1) 本技術は、作物の作付けをしていない無加温ビニールハウスを用い、前年産の種子を玄米出荷
用の紙袋に入れて保存した場合の結果である。

(2) 種子袋は、土壌面から水分の上がりを防ぐため、ビニールを敷いた台に載せ、結露が発生しない
場所に設置する。また、袋の上を無滴資材で隙間を空けて覆い、天井からの水滴の落下を防ぐ。
なお、袋は平積みとし時々反転させる。

(3) 日中、種子袋内の温度が30℃以上になっているか確認する。また、種子袋内の温度が50℃を超
える場合は換気する。

(4) 処理した種子は次年度に持ち越さない。
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